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猷晰Sb辟
青葉区民生委員児童委員協議会

こんにちは民生委員・児童委員です

私たちはあなたを

必要な支援につなぎ

ネットワァクで

支えます!!

安心して

ご相談ください

民生委員は児童委員を兼ねています。 児童、妊産婦の支援を専門に担当する主任児童委員がいます。

*発行人 青葉区民生委員児童委員協議会会長 吉村春美 *事務局 青葉|え福祉保健課運営企画係 TEL 045-978-2433
https//wwwcityyokohamalgip/kurashi/fukushi― kaigoた h五kifukushi/minsei/

■ひとり暮らしで

さみしい

●高齢者世帯で

何かあつた時に不安だ

■災害時には避難の

手助けをしてほしい

鼈吻)のこと
■介護ばかりで

自分の時間がない

●介護保険は

どうやつて使うの ?

■おばあちゃんのために
住宅を改修したい

「莉
?こ
と幅桑雲蓼
が

■生活費が足りない 二
■子どもの進学費が

足りない

●退職後の

瑣【魃腑のこと

●子育てのことを

相談できる人が欲しい

●子育てが

うまくいかずに不安だ

●子どもを]口いてしまいそう

疸趙熔躙鼈鶉莉場のこと

■骨折して家事ができず
困つているけれど

どこに相談していいのか分らない

●障害者手帳を申請したい

●配食サービスを利用したい

●となりの家から怒鳴り声と

子どもの泣き声がすごいけれど…

●最近、○○さんはゴミの分別が

できていないみたい

●○○さんの家に何日分も

新間がたまつている  
°
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平常時

《登録》 支援を受けることを希望される方の申込制で、地域の担当民生委員が

希望者の自宅を訪問し、一緒に『支えあいカード』を作成

《情報共有》 作成した『支えあいカード』は 5か所で厳重に管理
鰊区役所 (原本)聰本人 (写し)隋 自治会・町内会 (写し)
鶉地域防災拠点 (写し)蟷民生委員 (写し)
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ユ■=災害が発生した時に頼りになるのは鷲1:饉:ザ :

*町内会役員と一緒に訪問

民生委員と下市ヶ尾町内会役

を確認している。緊急時の避難

ている地区もある。

また、町内会役員、地域防災

連絡会議を持ち、支えあいカー

動できるように協力体制を整え

愛矢□東邦大学人間健康学部教授 西尾 敦史
(山内地区)、「高齢者にやさしいまちを目指して

区・柿の木台町内会)と座談会が行われました
‐ (*青葉ふれあい見守り事業 :ひ とり葉

災害発生眠

自治会・町内会、:

で安否確認や避難:

′

′

′伊用活トツ不ヽ宝ロ
災ばおあヽヽ

、

*台風15号による避難連絡* 中里北部地区
9月 8日 (日 )関東地方を襲った台風15号の影響で、夕方より防災

ラジオから避難勧告の情報が伝えられた。そして、鶴見川近くの寺家

町や鴨志田南では、この地域の防災拠点運営委員長から民生委員に連

絡があつた。「あおば災害ネット」登録者に電話をして、安全な場所へ

避難するよう促した。

はじめに福祉保健課から民生委員・児童委員の見

守り事業について説明がありました。その後 5～ 6

人のグループに分かれて情報交換をしました。

令不□元年10月 3日 於 :青葉/AN会堂
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也域防災拠点が、

2援を行う

災害発生時に一人では避難が困難な高齢者や障害者 (要援護者)の安否確認や避難誘導など

が、近隣の助け合いにより行えるよう、あらかじめ要援護者の1青報を地域の自主防災組織

(自治会・町内会など)が共有するためのシステムです。登録は希望者からの申込制です。

平成31年 4月現在 3千人以上登録 !

『支えあいカード』をもとに、可能な範囲

あおば災害ネットのお問い合わせは

青葉区役所

鸞民生委員に関することは

福祉保健課運営企画係
′丁EL 045-978-2433

聰地域防災拠点や防災に関することは

総務課庶務係 TEL 045-978-2213

蝙福祉・介護サービス等に関することは
'

高齢・障害支援課 高齢。障害事務係
TEL 045-978-2444

雛筆 |ご近所で助け合いができるといいですね !率 =幸

鶴 ,
||||1聯 ||||‐

‐

* 市 ヶ尾地区

員が、支えあいカードの登録者を訪問して近況

レートの確認など支援方法の話し合いを実施し

処点運営委員と民生委員の三者で定期的に防災

ドの見直しを行い、災害時には―体となって活

ζいる。

*自治会 との連携強化 沐 山内地区

自治会の定例会で民生委員が活動状況を報告するこ

とで、あおば災害ネットヘの理解と連携が進んでい

る。また、連携が強化されたことにより、自治会議事

録を読んだ住民からいろいろな相談や連絡が民生委員

に寄せられるようになった。
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褥 お互いに見守り支え合う地域づ<り ～身近な事例から考える活動のヒント～

氏による講演がありました。続いて事例報告 「訪問員さんとともに」

|(谷本地区)、 「番地単位のつながり。見守りの取り組み」(上谷本地

らし高齢者等を対象に民生委員が定期訪問・電話等の見守り活動を行う)

ヽ こ・ t'
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ネットスマホ世代の子どもとどう向き合うか…

こどもの心と体を守ろう

ストップ。ザ・りE罪 第21回講演会 2019.ア 2

ジャーナリスト1日り||
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「HUG」 のこと矢Dつていますか

9月 1日、梅が丘自治会の防災訓練があり、午

後からは「H∪G(ハグ)」 体験をしました。「H∪ G」

と|よ 『避難所・運営 ゲーム』の頭文字をとったも

ので、「抱きじめる」という意味も含んでいます。

避難者をやさしく受け入れるイメージと重ね合わ

せて名付けられたものです。

災害時地域定点医療拠点の谷本中学校は、横浜

青葉インターチェンジから近いこともあって、大

震災時は地域以外の多くの人たちが避難して来る

ことを想定しなければなりません。自治会ではま

ず少人数で「H∪ G」 を体験しました。

もえぎ野地域ケアプラザの方から映像による説

明を受け、参力]者 25名が4チームに分かれゲーム

を行いました。最初にチームリーダーと記録担当

を決めます。4チームには、被災者の年齢や性別

などの書かれたカードが渡されます。読み手が

カードを読み上げると、チームリーダーは被災者

をどう受け入れるかを

速やかに半J断 し、避難

所の中に誘導の指示を

し、記録担当はそれを

記録していきます。例

えば、高齢者、乳幼児、

障害のある人、ペットと共に避難してきた人、車

で避難してきた家族、高速道路から降りてくるバ

スの旅行者など、避難者カードの内容は様々です。

チームリーダーが即座に判断して、谷本中学校避

難所の拡大見取り図の中にそのカードを置いてい

くのです。あつという間に避難所はいつぱいにな

りました。

地域防災拠点運営委員長は、「H∪ G」 をぜひ多

くの人たちに広めていきたい、体験をすることで、

避難してきた人にも避難所運営に協力してもらえ 中

そうだと、期待を込めて話していました。    事
毎日のように全国のどこかで地震が発生してい ■
ます。いざという時にはパニックにならずに私も 無

対応できそうな手ごたえを感じました。

(谷本地区 豊崎智子)
場 費
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結貴

石川 結貴 氏 :家族・教育PoO題

や青少年のインターネットPoS題

などをテーマに豊富な取材実績

と多数の話題作を発表している。

ネット・スマホは、大人も子どもも今や生活の一

部になっています。 しかし、使い方を誤るとトラブ

ルや犯罪につなが ります。

トラブルを防ぐために大人ができることは…

一方的に「危ない」「使うな」というのではなく、

子ども自身で考えるために具体的な情報を伝える

01日 3時間使用すると年45日になる。
「自撮り」写真で撮影場所・時間などが流出する。

利用料金を確認するなど。  .
|ネ ットの世界のやりとりを現実世界におきかえて

考えることができるようにする

OSNSや アプリなどで矢□らない人と簡単に繋が
ることは、突然訪問してきた見矢□らぬ人を信じ

るのと同じこと。

●現実世界で受け止めてくれる大人がいないために

ネットの世界に逃げ込むケース

0子どもとの絆や信頼関係を作る。親自身が失敗
したこと、恥ずかしかつたことなど経験談を話す。
「生身のコミュニケーション」が子どもたちを変

える。

それでも トラブルが起こつてしまつたら…

相談窓□を積極的に利用し、一緒に対策を考え取

り組んでいく。自分の子どもは何があっても守る気

持ちで真剣に向かい合い、親は子どもを守る責任を

負うことが大事。

家族の信頼と地域とのつながりで、子どもたちの

純粋な心をネット・スマホから守ろうと思いました。

(青葉台南部地区 下山元子)

鰈鼈軋謳

今年は自然災害が多く発生し、各地で大きな被害

がでました。それぞれの家庭で備えも必要ですが、

いざという時にご近所どうしの助け合いは心強いも

のです。地域の中でつながりをもつことは大切だと
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広報部代表

第79号担当

彎準r・挙 轟―

豊崎 智子

雨宮 量夫

黒石 エリナ

前原 由美

油り|1正樹  角H仁 子
白井,千鶴  冨川 貴子
村上 希史子 山市 典子改めて感 じます。 (本す 上 )


